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アンケート調査結果

（１）調査目的

令和7年度から5年間を計画期間とする、「松山市こども計画」の策定に向けて、今の暮らしや気持ちなどを
把握するために実施。

（２）調査概要

項目 内容

実施期間 令和6年5月16日（木）～令和6年6月10日（月）

対象者 小学5年生以上の市内在住者（市内の学校等に通学する学生を含む）

実施方式 LoGoフォームを活用したインターネット回答（無記名式）

アンケート内容

日本財団が実施した「こども1万人意識調査」、国が実施した「こども・若者の意識と生活に関
する調査」、「結婚と出産に関する全国調査」などを参考に作成。
※アンケートの設問は市ホームページに掲載

https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kosodate/boshi/
kodomokeikakuanke-to.html

周知方法
広報誌、市公式LINE、教育・保育施設、小中学校、児童館・児童クラブ等への依頼、各種学校
への依頼、連携協定先の民間運営サイト等

調査結果の活用 アンケート結果をHPで公表し、集計分析を行い、計画素案へ反映

回答結果 合計7,965件（小学生：2,599件、中学生：2,599件、15歳～17歳：762件、18歳～39歳：768件、

40歳～64歳：1,107件、65歳以上：63件、不明・未回答：67件）

結果報告書
https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kosodate/boshi/
kodomokeikakuanke-to.html

１．アンケート調査

https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kosodate/boshi/kodomokeikakuanke-to.html
https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kosodate/boshi/kodomokeikakuanke-to.html
https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kosodate/boshi/kodomokeikakuanke-to.html
https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kosodate/boshi/kodomokeikakuanke-to.html
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アンケート調査結果

～結果報告書の抜粋～

①こども・若者の幸福度

・【小・中学生調査】

・【高校生以上調査】

合計 とても幸せ
どちらかといえば

幸せ
どちらかといえば

不幸
とても不幸 無回答

全体 5,198件 50.9% 41.8% 5.5% 1.4% 0.4%

小学生 2,599件 57.0% 36.2% 5.2% 1.2% 0.3%

中学生 2,599件 44.7% 47.4% 5.8% 1.6% 0.5%

今、幸せだと思うか

合計 とても幸せ
どちらかといえば

幸せ
どちらかといえば

不幸
とても不幸 無回答

全体 2,700件 27.3% 63.7% 7.0% 1.7% 0.3%

15歳～17歳 762件 32.2% 59.7% 5.9% 1.4% 0.8%

18歳～39歳 768件 31.9% 60.2% 6.6% 1.2% 0.1%

40歳～64歳 1,107件 21.4% 67.8% 8.5% 2.2% 0.2%

65歳以上 63件 15.9% 82.5% 0.0% 1.6% 0.0%

今、幸せだと思うか
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アンケート調査結果について

～結果報告書の抜粋～

②困ったときに相談したり、悩みを話せる人の有無

・【小・中学生調査】
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ワークショップの開催状況

（１）開催目的

（２）開催概要

項目 こどもワークショップ 若者ワークショップ

対象者 小学5年生～高校3年生 大学生～概ね30歳まで

募集人数 各回概ね20名程度 30名程度

開催日時、場所

第1回：7月28日（日）14時～16時
松山市保健所6階 中会議室
第2回：8月25日（日）14時～16時
松山市保健所6階 中会議室
第3回：12月21日（土）14時30分～16時30分
松山市保健所6階 大会議室

7月15日（月）14時～16時
松山市保健所6階 中会議室

ワークショップの
内容

第1回：こどもの権利について
第2回：自分にとっての居心地

～未来のまつやまを描いてみよう～
第3回：こども版こども計画の作成

こどもまんなか社会の実現に向けて、
若者自らが行動できることへの提言

実施報告書

https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kosoda
te/boshi/kodomokeikaku_work.html

https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurash
i/kosodate/boshi/wakamono_workshop.html

２．ワークショップの開催

アンケートの他に、こどもや若者などから直接意見を伺い、計画へ反映するとともに、こどもを対象とした
ワークショップでは、策定する「こども計画」のこども版を自らが作成し、こども向けの周知・啓発も兼ねる。

第1回 第2回

https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kosodate/boshi/kodomokeikaku_work.html
https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kosodate/boshi/wakamono_workshop.html
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ワークショップの開催状況

項目
Ａグループ Ｂグループ

仕方ない おかしい 仕方ない おかしい

門限が決まっている
・暗い道は危険だから

・自分たちのことを考えてく
れているから

・特別なときは長く遊びたい

・一人だけ門限が早いと孤
立しがち

・決まっていないと夜遅くま
でいてしまう
・何かあったら困るから

―

スマホやゲームの使用時
間を決められている

・依存症を防ぐため

・スマホのせいで勉強しなく
なる
・目が悪くなる

・親に決められるのは嫌だ

・自分のことは自分で決め
たい

・健康のため

・ずっとやってしまって生活
に影響が出るから

・勉強に使っているときもあ
る

・大人は何時間も使ってい
る

勉強したり、くつろぐ所が、
有料の場所しかない

・商売だから仕方ない

・場所を使わせてもらってい
るからお金は払うべき

・勉強にお金を払うのは嫌
だ

・少しくらい場所を用意してく
れてもいい

・管理する人がいない

・勉強をするのは無料なの
に、なぜする場所にお金
がいるのか
・外は暑い（寒い）

ボール遊びができる公園
がない

・人に当たったら危険
・安全のため

・自由を制限しすぎ

・できる公園とできない公園、
半々ぐらいにしてほしい

・よその家に入ると危ないし
迷惑だから
・道路に飛び出してしまう

・柵を高くすればいい

・子どもの体力づくりや遊び
の機会が少ない

【参加者の意見】

～開催状況の抜粋～

▼第1回こどもワークショップ
開催日時：令和7月28日（日）14時～16時
参加者：合計16名
ファシリテーター：一般社団法人WONDER EDUCATION 代表理事 越智大貴氏

＜テーマ：こどもの権利について＞
『このルール、「仕方ない」？ それとも「おかしい」？』
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ワークショップの開催状況

＜参加後アンケート：16名中14名回答＞

①認知方法：1位_学校で（57.1%） 2位_家族や友達から（28.6%） 3位_市のホームページ（14.3%）

②参加した満足度：100.0%

③今後も同様のワークショップへ参加希望度：100% （無回答1名を除く）

＜参加者の声＞

・もっと自分の気持ちをほかの人に知ってもらいたいと思いました。

・自分が今まで不満に思っていたことを様々な年齢の人と共感できて良かった。子どもが中心となって住みやすい町に

なってほしい。

・自分だけが思っているのかなと思ったことも今日のワークショップを通して、みんな同じなんだと実感した。また、客観的

に頭をやわらかくして話し合えたことが良かった。また、8月、12月とあるので、楽しみだなと思った。

・子ども自身が市について考えることは、新たな発見があると共に、子どもが松山について深く学ぶきっかけになると思っ

たので良かったと思いました。

・こどもの権利について初めて知ることも多くありました。私は将来、子どもに関わる仕事がしたいので参加できてよかった

です。
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ワークショップの開催状況

【参加者の意見】

▼第2回こどもワークショップ
開催日時：令和8月25日（日）14時～16時
参加者：合計12名
ファシリテーター：一般社団法人WONDER EDUCATION 代表理事 越智大貴氏

＜テーマ：自分にとっての居心地～未来のまつやまを描いてみよう～＞
『自分にとっての理想の居心地を言葉にしてみよう！

場所に関すること
-松山に「こんなところ」がほしい

ルールやサービスに関すること
-こういうのがあると、もっと居心地がいい

・無料で勉強できる場所が、校区に１つずつほしい

・遊べる施設が、気軽に行ける場所・値段でもっとほしい

・誰もが利用できる共有スペースがあればいい。大街道みた

いな場所を増やしてほしい

・歴史に触れれる事が少ないから色々と触れられるところ

・普段足を踏み入れない場所に、こどもでも入ることができる

場所が欲しい（例：職場体験）

・夜遅くまで勉強できる図書館

・松山市の公園の中で、ボール遊びができるものを増やして

ほしい。もう少し日陰がほしい。自然を感じられる場所。広

い広場。夜まで勉強できる場所。

・色々な大きさの部屋を貸してくれる施設（目的に合わせて）

・気軽に相談できるところ（人を選べる）

・交通機関などの値段を、大人・高校生・中学生・小学生・
それ以下に細かく分けてほしい
・サービスは家族や5人以上の友達と行けば50円引きとか
にしてほしい
・車に対してのルール
・カフェ等で勉強する際に学生割引がほしい
・高校生でも部屋が借りられるルール
・地域で交流して、仲良くなれるイベントをしてほしい

そのほか、松山をもっと居心地よくするための
アイデア

・駅前に駐輪施設（高島屋の地下とか大街道にあるような）
・交通ルール（自転車・自動車）
・市役所自体を市民にとってもっと身近な場所にする
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ワークショップの開催状況

＜参加後アンケート：12名中11名回答＞

①参加した満足度：100.0%

②今後も同様のワークショップへ参加希望度：81.8%

＜参加者の声＞

・理想の松山市について現実的に考えるきっかけになった。自分の意見が政治に反映される可能性があるということを実

体験できて良かった。

・みんなで、理想の家を考えたりして、楽しく学ぶことができました。ゆっくり楽しみながら、考えることはとても楽しかったし、

他学年の人と関わることもできたので、良かったです。

・色々な価値観の方がいて、グループの中でも外でも「その色」があらわれていて、とても面白かったし、参考にもなりまし

た。

・班の皆と仲良く楽しく意見を出し合いながら活動ができた。様々な意見を話し合う中で、自分たちの意見が叶うことが不

可能に近くても、大人の人たちに、少しでも自分たちの案について会議をしてほしい。

・不満な点が１つもなかった。市に要望を聞いてもらえる機会はなかなかない。

・また、このような子どもが大人へ意見を発信する場を作っていただきたいです。
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児童館での意見募集

（１）実施目的

（２）実施概要

３．児童館での意見募集

アンケートやワークショップに参加できなかったこどもにも幅広く、自由に意見を表明し計画への反映を行う
とともに、児童館以外の居場所に対する希望を把握するために実施。

項目 内容

実施場所
市内８か所の児童館
（中央児童センター、味生児童館、久米児童館、新玉児童館、久枝児童館、畑寺児童館、
南部児童センター、北条児童センター）

対象 児童館を利用するこども（概ね18歳までを想定）

実施期間 令和6年8月27日（火）～9月5日（木）

実施方法 各児童館に模造紙と付箋を設置し、テーマに関する意見を募集

テーマ
①児童館で何をして、一番遊んでいる？
②児童館以外に、どんな遊び場が欲しい？

回答結果
①延べ473件
②延べ559件

実施報告書
https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kosodate/boshi/
1.html

https://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kosodate/boshi/1.html
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児童館での意見募集について

～結果～
テーマ① 児童館で何をして、一番遊んでいる？ （回答総数 473件）

体を
動かす

おもちゃ パソコン 読書
カード
ゲーム

工作 勉強 その他

件数（件） 192 112 72 27 22 13 2 33

※複数回答あり

＜こどもからの回答＞
・バスケットボール ・卓球 ・おにごっこ ・ボランティア ・職員と話をする

テーマ② 児童館以外に、どんな遊び場が欲しい？ （回答総数 559件）

体を
動かす

プール・
水遊び

ゲーム
センター

遊園地・
水族館

買い物
音楽・
カラオケ

みんなで
楽しむ

ひとりで
楽しむ

インター
ネット

件数（件） 168 64 46 43 26 25 21 19 18

図書館 食事 おもちゃ
勉強

スペース
温泉

地下室・
秘密基地

公園 その他

件数（件） 16 15 14 11 11 10 5 47

※複数回答あり

＜こどもからの回答＞
・夏は涼しく遊べ、冬は暖かく遊べる室内の遊び場 ・何でも自由にできるところ
・化粧ができる場所やネイルサロン
・外でボール遊びができるところ
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